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強度スコアを積算した Immunoreactive score（IRS）にて定量的に評価した。得られた各臨床検体における AGR2
の免疫反応性と全生存期間、無増悪生存期間、EGFR-TKI治療効果を含む各臨床病理学的因子との関係を統計
学的に検討した。In vitroの検討として、EGFR遺伝子変異陰性肺腺癌株であるA549、変異陽性株である LCSC#1、
PC-3 の各細胞株における AGR2 発現を定量的 RT-PCR 法およびイムノブロッティング法で評価した。また
AGR2の機能評価として PC-3に AGR2特異的 small interfering RNA （siRNA）を導入し、AGR2発現抑制下で
の EGFR-TKIの腫瘍細胞増殖抑制効果を検討した。 













た。In vitroの実験結果から、AGR2は EGFR遺伝子変異陽性肺腺癌において EGFR-TKIの治療効果予測因子
となり得る可能性が示唆された。 
 
 
 
 
